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男女共同参画社会の実現をめざして

「自分らしく、いきいきと暮らせるまち“はむら”」

平成31年3月

羽村市男女共同参画基本計画
進ちょく状況調査報告書

平成29年度（2017年度）実績





１　目　 　的

２　調査対象

全庁

３　調査時期

平成30年5月～6月

４　調査項目　　全84事業（うち再掲事業13事業）

平成29度実績、実績に対して特記すべきこと（評価、課題と改善点）、進ちょく状況

５　評価結果

進捗状況 事業数 割合(%)
進行中 70 83.3%
遅延 0 0.0%
完了 1 1.2%
計画事業なし 0 0.0%
再掲事業 13 15.5%
合計 84 100.0%

進　ちょく　状　況　調　査　概　要

「羽村市男女共同参画基本計画実施計画」に掲げる事業の平成29年度の実績、評価、課題・改善点及び進ちょく
状況を明らかにするため、平成29年度実績を基に評価を行ったものである。
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標１　人権の尊重

№ 評       価 課題と改善点

（１）人権
教育・啓
発の推進

①職場における
人権の尊重

1 人権に関する意識啓
発

人権週間にあわせ、人権啓発街頭広報や
人権メッセージパネル展を行うとともに、人
権作文の募集などを実施し、男女共同参
画、人権尊重を身につけるための啓発活動
を行う。

継続 総務課

企画政策課

産業振興課

3 行政・人権身の上相
談

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

継続 広報広聴課

②家庭における
人権の尊重

4 人権に関する意識啓
発

人権週間にあわせ、人権啓発街頭広報や
人権メッセージパネル展を行うとともに、人
権作文の募集などを実施し、男女共同参
画、人権尊重を身につけるための啓発活動
を行う。

継続 総務課

5 行政・人権身の上相
談

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

継続 広報広聴課

H29年度実績
実績に対して特記すべきこと 進ちょく

状　況

2 事業所への周知・啓
発

職場内において、性別、年齢、国籍、障害
の有無などあらゆる人権を尊重する意識が
広がるよう、職場における人権に関する啓
発活動を行う。

新規

施策 主な取組 事　業　名 事業概要 区分 担当課

「羽村市男女共同参画基本計画」
体系上の基本目標

≪新規≫ 本計画の期間中に新たに実施する事業及び既存事業であるが
レベルアップ事業として本計画に新たに盛り込む事業

≪継続≫ 前計画から継続して取り組む事業

平成29年度の進ちょく状況を下記の区分により掲載

進行中：計画通り進行している事業

完了：計画通り事業が完了した事業

遅延：計画から遅延している事業

平成29年度に行った事業実績について記載

平成29年度に行った事業実績に対する担当課の評価を記載

今後の課題と改善点及び見通しについてを記載
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標１　人権の尊重

№ 評       価 課題と改善点

（１）人権
教育・啓
発の推進

①職場における
人権の尊重

1 人権に関する意識啓
発

人権週間にあわせ、人権啓発街頭広報や
人権メッセージパネル展を行うとともに、人
権作文の募集などを実施し、男女共同参
画、人権尊重を身につけるための啓発活動
を行う。

継続 総務課 （ア）羽村駅・小作駅における啓発物品
配布による人権啓発事業を実施した。
実施日：平成29年11月24日（金）
配布数：2,000個

（イ）障害者スポーツと人権をテーマに
啓発事業を実施した。
実施日：平成29年12月2日（土）～10日
（日）
観覧者：411人

（ウ）広報はむら11月15日号に人権週間
及び人権啓発記事を掲載した。
　

幅広い世代に対する啓発
を行い、人権についての
関心や理解を深める機会
となった。

これまでの人権問題に加
え、多様化する人権問題
について、幅広い世代に
対する人権啓発活動を継
続して実施していく。

進行中

企画政策課 企業メール配信サービスで、事業者に
法改正や東京都等の研修会の情報提
供を行った。

事業者が必要な時に必要
な情報を収集できるよう情
報提供を行い、女性の就
業機会や雇用促進に関
する啓発に取り組んだ。

最新の情報を提供できる
よう、情報収集に努め、機
会を捉えた情報提供を実
施していく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスで、セミナー等
の情報提供を行った。

事業者へ最新の情報提
供に努めた。

最新の情報収集に努め、
啓発活動を実施していく。

3 行政・人権身の上相
談

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

継続 広報広聴課 行政相談員による行政相談と、人権擁
護委員による人権身の上相談を、合同
で実施した。
実施回数：13回（うち特設相談1回）
相談件数：行政相談　2件、人権身の上
相談　4件

相談者が抱えている問題
を解決するための支援に
取り組んだ。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら、相談者のプラ
イバシー保護に配慮し、
相談体制の充実を図って
いく。

進行中

②家庭における
人権の尊重

4 人権に関する意識啓
発
【再掲　1-(1)-①
No.1】

人権週間にあわせ、人権啓発街頭広報や
人権メッセージパネル展を行うとともに、人
権作文の募集などを実施し、男女共同参
画、人権尊重を身につけるための啓発活動
を行う。

継続 総務課

5 行政・人権身の上相
談
【再掲　1-(1)-①
No.3】

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

継続 広報広聴課

企画政策課 人権・男女共同参画に関する各関係機
関の資料等について、企画政策課窓口
等で配布した。

市民の意識啓発に取り組
んだ。

今後も継続して、資料・図
書を収集し、広く市民へ
情報提供を実施していく。

進行中

図書館 人権・男女共同参画に特化した図書を
59冊収集した。

市民の意識啓発に取り組
んだ。

今後も継続して、資料・図
書を収集し、広く市民へ
情報提供を実施していく。

新規職場内において、性別、年齢、国籍、障害
の有無などあらゆる人権を尊重する意識が
広がるよう、職場における人権に関する啓
発活動を行う。

進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
区分 担当課 H29年度実績事業概要

継続人権・男女共同参画に関する図書や資料
を収集し、積極的な情報提供を行う。

施策 主な取組 事　業　名

6 人権・男女共同参画
に関する図書・資料
の収集・提供

2 事業所への周知・啓
発
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標１　人権の尊重

№ 評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

実績に対して特記すべきこと
区分 担当課 H29年度実績事業概要施策 主な取組 事　業　名

③地域における
人権の尊重

7 人権に関する意識啓
発
【再掲　1-(1)-①
No.1】

人権週間にあわせ、人権啓発街頭広報や
人権メッセージパネル展を行うとともに、人
権作文の募集などを実施し、男女共同参
画、人権尊重を身につけるための啓発活動
を行う。

継続 総務課

8 行政・人権身の上相
談
【再掲　1-(1)-①
No.3】

人権侵害や人権に関する不安、悩みなど
に関する相談について、適切に対応できる
よう、相談者のプライバシー保護に配慮し、
実施する。

継続 広報広聴課

継続 企画政策課

図書館

④学校教育にお
ける人権の尊重

10 人権教育の推進 人権教育推進委員会を開催するとともに、
計画的に人権教育を推進するため、人権
教育全体計画及び年間指導計画に基づく
授業を実施する。

継続 学校教育課 （ア）「人権の花」運動を実施した。
実施校：小作台小学校、松林小学校

（イ）子どもからの人権メッセージ及び中
学生人権作文コンテストに参加した。
参加校：松林小学校及び中学校３校

（ウ）人権教室を実施した。
実施校：武蔵野小学校
実施日：平成30年1月30日（火）

（エ）人権教育推進委員会を開催した。
年5回開催（平成29年5月1日（月）、6月
12日（月）、10月16日（月）、平成30年1
月29日（月）、2月15日（木））

（オ）人権教育全体計画及び年間指導
計画を策定した。
実施校：小・中学校全校

（ア）、（イ）、（ウ）事業を通
じて、やりがいや思いやり
の大切さ、責任感などを
得るとともに、人権意識を
高める機会となった。
（エ）、（オ）人権教育推進
委員会委員を中心に、各
校の人権教育の取組みに
ついて、情報共有すること
で、具体的な取組みを参
考にし、人権教育全体計
画及び年間指導計画の
改善に努めた。

（ア）、（イ）、（ウ）今後も引
き続き、学校と連携した人
権啓発活動を実施してい
く。
（エ）、（オ）引き続き人権
教育の推進及び向上を図
るため、各校の連携を推
進していく。

進行中

11 適切な性に関する指
導の実施

性に関して心身の発育・発達と健康などに
関する知識を身に付け、生命や自己及び
他者の個性を尊重し、相手を思いやり、望
ましい人間関係を構築するなど適切な行動
が取れるよう児童生徒の発達段階に応じ、
学校の教育活動全体を通じた指導を実施
する。

継続 学校教育課 小・中学校全校が体育健康に関する全
体計画及び年間指導計画を策定した。
また、発達段階に応じて各教科、道徳、
外国語活動、総合的な学習の時間、特
別活動等をとおして教育課程に基づく
指導を実施した。

知識的理解として、体育・
保健体育等を中心に計画
的に指導を行った。また、
道徳、特別活動等及び人
権教育の全体計画・指導
計画に基づき児童・生徒
の内面に働きかける指導
を行った。

発達段階に応じ、継続的
に適切な指導が行えるよう
教育課程の編成や進行
管理などの指導・助言を
行っていく。

進行中

12 学校図書館教育の充
実

学校図書館司書の配置など学校図書館の
整備充実を図る中で、人権・男女共同参画
に関する資料を充実する。

継続 学校教育課 学校図書館司書を小・中学校全校に週
4日、1日4時間配置し、学校図書館の
環境整備・充実を図った。

学校図書館司書を中心に
年3回連絡会を実施し、情
報共有を図ることにより、
学校図書館の環境整備・
充実に努めた。

今後も情報共有に努め、
人権・男女共同参画の視
点に立った図書の充実を
図っていく。

進行中

人権・男女共同参画
に関する図書・資料
の収集・提供
【再掲　1-(1)-②
No.6】

人権・男女共同参画に関する図書や資料
を収集し、積極的な情報提供を行う。

9
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標２　女性の活躍推進　

評       価 課題と改善点

（１）ポジ
ティブ・ア
クションの
推進

企画政策課 （ア）企業メール配信サービスで、事業
者に法改正や東京都等の研修会の情
報提供を行った。

（イ）広報はむらにミニコラムを掲載し、
意識啓発を行った。
「生涯現役！仕事に、プライベートに、
人生を楽しもう！」（Vol.4　平成30年1月
15日号）

事業者が必要な時に必要
な情報を収集できるよう情
報提供を行い、女性の就
業機会や雇用促進に関
する啓発に取り組んだ。

最新の情報を提供できる
よう、情報収集に努め、時
機を捉えた情報提供を実
施していく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスで、セミナー等
の情報提供を行った。

事業者に対する最新の情
報提供に努めた。

最新の情報収集に努める
ことで、啓発活動を推進し
ていく。

14 審議会等における女
性委員の積極的な登
用

市が設置する審議会等の委員に、女性の
登用を促進し、女性の市政への参画比率
を向上させていくよう努める。

継続 全課 市の審議会等における女性の参画に努
めた。
【審議会等委員女性比率】
平成30年3月1日現在：27.7％
（平成29年3月1日現在：27.9％）

審議会等への女性の参
画比率が32.6%を上回るよ
う努めたが、目標には至ら
なかった。

平成33年度までに目標指
標である32.6％（平成28年
3月31日現在）を上回るこ
とができるよう、各課の意
識を高めながら、引き続き
審議会等への女性の参画
を推進していく。

進行中

②女性のキャリ
アデザイン支援

15 女性のキャリアデザイ
ン支援講座の実施

方針決定過程への女性の参画を推進する
ため、スキルアップの一助となり、個人の自
己成長や能力開発となるような応援講座等
の学習機会を提供する。

新規 企画政策課 職場復帰や地域での活動に対する参
加意欲を持つ女性が、自分らしい将来
設計を行い、仕事や地域活動に参加す
るきっかけとなる講座を実施した。

テーマ「より自分らしく生きるための未来
設計図を描こう」
実施日：平成29年11月30日（木）
講師：ライフコーチ　みつはし　あきこ氏
参加者：6人（女性5人）

創業支援セミナーと連携
し、相互に事業の周知に
取り組んだ。

より効果的な講座を引き
続き実施していく。

進行中

16 男女共同参画講演会
の実施

あらゆる世代の男女が生涯を通じて男女共
同参画の視点を高め、社会へ参画していけ
るよう、男女共同参画に関する講演会を実
施する。

新規 企画政策課 第４次羽村市男女共同参画基本計画
の初年度として、女性の活躍推進につ
いて広く普及、啓発を図るため、講演会
を実施した。

テーマ「今を受け入れ、今を越える。～
出会い、そして挑戦～」
実施日：平成30年1月13日（土）
講師：土田　和歌子氏（日本人初 夏季・
冬季パラリンピック金メダリスト、車いす
マラソン世界記録保持者）
参加者：130人

講演会の実施により、市
民の意識啓発に努めた。

今後は、講座や研修会等
を実施する中で、意識啓
発に取り組んでいく。

完了

①市内事業所・
各種団体などに
おける男女共同
参画の取組みへ
の支援

13

施策 主な取組 事　業　名№

事業所への周知・啓
発

固定的な性別による役割分担意識の解消
や、ポジティブ・アクションの必要性につい
て、広報紙や市公式サイト、パンフレットな
どにより、情報提供を行う。

継続

H29年度実績担当課
進ちょく
状　況

事業概要 区分
実績に対して特記すべきこと
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標２　女性の活躍推進　

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名№ H29年度実績担当課

進ちょく
状　況

事業概要 区分
実績に対して特記すべきこと

（２）女性
のチャレ
ンジ支援

①女性の職場復
帰などあらゆる
分野への参画支
援

17 女性のチャレンジ支
援講座等の実施

職場への復帰や地域への参画に役立つよ
うな応援講座等の学習機会を提供する。

新規 企画政策課
産業振興課

職場復帰や地域での活動に対する参
加意欲を持つ女性が、一歩踏み出す
きっかけとなる講座を実施した。

テーマ「やりたいことを形にするための
一歩を踏み出そう」
実施日：平成30年1月18日（木）
講師：ライフコーチ　みつはし　あきこ氏
参加者：8人（女性7人）

創業支援セミナーと相互
に事業の周知を図るよう
連携して取り組んだ。

より効果的な講座を引き
続き実施していく。

進行中

18 出張ハローワークの
開設

身近な場所で就職に関する相談ができるよ
う、出張ハローワークを開設する。

継続 産業振興課 月2回産業福祉センターで、ハローワー
ク青梅職員による就労相談を実施した。

市民が身近な場所で就労
相談を受けることができる
場の提供に努めた。

引き続き実施していく。 進行中

19 就職面接会等の実施 面接会等を実施し、直接雇用の機会を提
供する。

継続 産業振興課 ハローワーク青梅・東京仕事センター多
摩と連携し、合同就職面接会等を実施
した。

地域の求人・求職マッチ
ングを行い、再就職につ
ながる機会の提供に努め
た。

景気状況の変化に合わ
せ、就職者と求人企業の
実情に合った実施方法を
検討しながら、引き続き実
施していく。

進行中

②女性の創業・
開業に対する支
援

20 創業・開業等を希望
する事業者への支援

地域金融機関・産業支援機関・商工会等と
連携し、創業支援セミナー・創業塾等を開
催するほか、創業希望者による空き店舗活
用などを促進するための助成、創業支援
コーディネーターによる相談等を行う。

継続 産業振興課 金融機関等の協力を得て、創業に関す
る相談を行うことができるワンストップ窓
口相談会を実施した。また、創業に関す
る知識を学べる創業支援セミナーや創
業塾、設備費・家賃等を補助する創業
支援補助事業を実施した。

創業希望、準備、創業後
までの一貫した伴走支援
体制を確立したが、創業
支援補助事業について
は、審査の結果、採択に
つながらなかった。

創業支援補助事業につい
て、対象要件の緩和や補
助率の引き上げなどを検
討していく。

進行中

21 図書館におけるビジ
ネス支援コーナーの
充実

資格取得や就職・起業等に関する図書及
び資料等を集約したビジネス支援コーナー
を充実させるとともに、利便性の向上を図
る。

継続 図書館 平成28年度に図書館に設置したビジネ
ス支援コーナーに、新たに93冊のビジ
ネス関連図書を購入し、合計786冊をビ
ジネス支援コーナーに整備した。

ビジネス支援コーナーの
図書の延べ貸出数は、
1,102件であり、蔵書数以
上の利用があった。

引き続きビジネス支援に
関する図書の充実を図る
とともに、利用について
も、周知していく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点

継続 企画政策課 （ア）男女共同参画週間に合わせて、男
女共同参画に関する研修会を実施し
た。

テーマ「みんなが笑顔になるために　～
互いを尊重しあえる関係づくり～」
実施日：平成29年7月20日（木）
講師：中島　幸子氏（NPO法人レジリエ
ンス代表）
参加者：17人

（イ）広報はむら11月1日号及び市公式
サイトに啓発記事を掲載した。

（ウ）羽村市産業祭において、DV・デー
トDVに関する意識啓発用ポケットティッ
シュの配布、意識啓発用パネルの展示
を実施した。
実施日：11月4日（土）・5日（日）
ポケットティッシュ1,000個配布

若年層への意識啓発の視
点を置きながら、男女共同
参画週間や女性に対する
暴力をなくす運動などの
機会を捉え、市民に対す
る意識啓発に努めた。

引き続き若年層への啓発
に取り組むとともに、保健
センターや子ども家庭支
援センターとの連携を緊
密化していく。また、啓発
手法や媒体についても検
討しながら、啓発に取り組
んでいく。

進行中

子育て支援課 子育て支援課カウンタ－で東京都等の
パンフレットを配布した。

広く市民に対する意識啓
発に取り組んだ。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく必要
がある。

企画政策課 羽村市産業祭において、DV・デートDV
啓発用パネルの展示、デートDV啓発
カードの配布、啓発用ポケットティッシュ
の配布を行い、相談窓口の周知を実施
した。

実施日：11月4日（土）・5日（日）
ポケットティッシュ1,000個配布

広く市民に対する相談窓
口の周知に努めた。

保健センターや子ども家
庭支援センターとの連携
を緊密化し、啓発手法・相
談窓口の周知に取り組ん
でいくとともに、媒体につ
いても検討しながら、啓発
に取り組んでいく。

進行中

広報広聴課 広報はむら11月1日号に配偶者からの
暴力に対する相談窓口を掲載、またパ
ンフレット、相談周知カード等により相談
窓口の周知を図った。

関係機関との連携により、
適切な対応に努めた。

引き続き関係機関との連
携を図り、迅速に対応して
いく。

子育て支援課 広報はむら11月1日号に配偶者からの
暴力に対する相談窓口を掲載、またパ
ンフレット、相談周知カード等により相談
窓口の周知を図った。

適切に支援の情報が届く
よう、広く周知に取り組ん
だ。

引き続き、適切な相談及
び支援ができるように周知
していく。

22（１）あら
ゆる暴力
の撤廃

①DVおよび
デートDV、リベ
ンジポルノ防止
対策の推進

23 関係機関と連携した
相談窓口の周知

ＤＶ・デートDV、リベンジポルノ等による被
害の早期救済に向けて、広報紙、パンフ
レット、携帯カードなどにより、ＤＶ相談窓口
を周知する。また、男女共同参画週間や女
性に対する暴力をなくす運動などの機会を
捉えて、パネル展示などの啓発活動を行
う。

継続

施策 主な取組 事　業　名 事業概要 担当課区分
進ちょく
状　況

H29年度実績
実績に対して特記すべきこと

№

ＤＶ・デートDV、リベンジポルノ等の予防と
早期発見に向けて、男女共同参画研修会
の実施や、広報紙やパンフレット等を通じ
て広く市民に意識啓発を行う。また、男女
共同参画週間や女性に対する暴力をなく
す運動などの機会を捉えて、パネル展示な
どの啓発活動を行う。

広報啓発活動による
意識啓発
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要 担当課区分

進ちょく
状　況

H29年度実績
実績に対して特記すべきこと

№

24 「女性悩みごと相談」
の実施

女性の不安や悩みに適切に対応できる専
門相談を、相談者のプライバシー保護に配
慮して福生市と共同で実施する。

継続 広報広聴課 市民相談の一つとして事業運営を行っ
た。
【羽村市】第1・3・5水曜日
相談人数：58人（うち福生市民1人）
【福生市】第2・4水曜日
相談人数：64人（うち羽村市民10人）

羽村市民が福生市へ、福
生市民が羽村市へ相談に
行くなど、相互利用による
プライバシー面・財政面で
のメリットがあり、これまで
の予約及び相談実績をみ
ても、両市の連携による広
域相談事業の展開によ
り、悩みを抱える女性への
支援の充実を図った。

羽村市と福生市との共同
事業として、今後も緊密に
連携して事業を実施して
いく。

進行中

25 緊急一時保護事業等
ＤＶ被害者の支援

東京都や民間機関等と連携しながら、被害
者の保護と自立に必要な支援を行う。

継続 子育て支援課 緊急度に応じて一時保護を実施し、適
切な支援に繋げた。
東京都女性相談センタ－一時保護件
数：5件
民間機関一時保護委託及び案内件数：
3件

関係機関との連携により、
適切な対応が図った。

引き続き、関係機関との連
携を図り、迅速に対応して
いく。

進行中

26 ストーカー行為等の
被害者の支援

ＤＶやストーカー行為等の被害者を支援す
るため、住民基本台帳の写しの交付や閲覧
の制限、戸籍の附票の交付制限及び戸籍
届書の記載事項証明書発行等の配慮を行
う。

継続 市民課 母子自立支援員や関係機関との連携を
図りながら、住民基本台帳の写しや戸
籍の附票の交付制限、閲覧台帳からの
削除など、被害者の支援を行った。
対応件数：79件
（新規29件、継続50件）

迅速かつ適正な事務処理
に取り組んだ。

引き続き、関係機関との連
携を図り、迅速に対応して
いく。

進行中

②ハラスメント防
止対策の推進

27 ハラスメントの防止に
向けた意識啓発

あらゆる場におけるハラスメントの防止に努
めるため、広報紙やパンフレット等により意
識啓発を行う。

新規 企画政策課 広報はむら8月1日号にハラスメント防止
に関するミニコラムを掲載したほか、11
月1日号に女性に対する暴力をなくす
運動に関する記事を掲載し、意識啓発
を行った。
「ハラスメントなどの加害者にならないた
めに」（Vol.2　平成29年8月1日号）

ハラスメントをテーマにミニ
コラムを掲載し、市民の意
識醸成を図った。

引き続き、市民に対する
意識啓発に取り組んでい
く。

進行中

28 「女性悩みごと相談」
の実施
【再掲　3-(1)-①
No.24】

女性の不安や悩みに適切に対応できる専
門相談を、相談者のプライバシー保護に配
慮して福生市と共同で実施する。

継続 広報広聴課
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要 担当課区分

進ちょく
状　況

H29年度実績
実績に対して特記すべきこと

№

広報広聴課 人権擁護委員による人権身の上相談や
法律相談、また、母子・父子自立支援員
（婦人相談員）を通じての助言・支援等
の相談事業を実施するとともに、必要な
相談窓口との連携を図った。
相談件数:25件

必要な相談体制を維持す
るとともに、相談者が抱え
る問題を解決するための
支援を行った。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら、相談体制の
充実を図っていく。

進行中

子育て支援課 市民相談や女性悩みごと相談と連携
し、ひとり親・女性生活相談での対応や
必要に応じて東京都女性相談センタ－
に相談を繋げた。
女性悩みごと相談との連携:3件
市民相談との連携:25件
東京都女性相談センタ－との連携:2件

庁内各部署や関係機関と
の適切な連携により相談
者への対応を図った。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら、相談体制の
充実を図っていく。

③子どもに対す
るあらゆる暴力
の根絶に向けた
対策の推進

30 子どもに対するあらゆ
る暴力の予防啓発・
学習機会の充実

子どもに対するあらゆる暴力の根絶に向け
て、広報紙やパンフレット等により意識啓発
を行う。また、児童虐待防止推進月間に合
わせた広報活動を行う。

継続 子育て相談課 （ア）児童虐待防止講演会を実施した。
テーマ「子どもの虐待～地域で支える子
どもの笑顔～」
実施日：平成29年8月2日（水）
講師：龍野　陽子氏（社会福祉法人子ど
もの虐待防止センター相談員）
参加者：79人

（イ）平成29年10月の健康フェア、11月
の保育展でパンフレットや啓発グッズの
配布を行ったほか、広報はむら11月1日
号や市公式サイトに児童虐待防止月間
の記事を掲載した。

（ウ）子ども家庭部職員と窓口部署有志
職員でオレンジリボンを着用した。

市民及び職員の意識啓
発に取り組んだ。

引き続き、関係機関と連
携しながら、意識啓発に
取り組んでいく。

進行中

31 関係機関の連携によ
る子どもへの暴力防
止等に向けた支援

児童虐待及び非行・不登校等の問題に対
応するため、要保護児童対策地域協議会
を開催する中で、子どもに対する暴力の防
止に取り組む。

継続 子育て相談課
学校教育課

（ア）要保護児童対策地域協議会を開
催した。
代表者会議：1回
実務者会議：3回
個別ケース検討会議：26回

（イ）児童虐待防止講演会を実施した。
テーマ「子どもの虐待～地域で支える子
どもの笑顔～」
実施日：平成29年8月2日（水）
講師：龍野　陽子氏（社会福祉法人子ど
もの虐待防止センター相談員）
参加者：79人

要保護児童対策地域協
議会を適切に開催するこ
とにより、虐待や不登校等
の問題を抱える家庭に対
し、関係機関で連携し適
切な対応を行った。
また、児童虐待防止講演
会を実施し、市民や関係
者への意識啓発を図っ
た。

会議や研修会を開催し、
子ども家庭支援センター
を中心とした関係機関の
さらなる連携強化と対応力
の向上を図っていく。

進行中

継続市が実施している人権擁護委員による相談
や女性悩みごと相談など、各相談窓口相互
の連携や東京都女性相談センターとの連
携を充実する。

相談窓口の相互連携
と関係機関との連携

29
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標３　あらゆる暴力の根絶・安心な暮らしの実現

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名 事業概要 担当課区分

進ちょく
状　況

H29年度実績
実績に対して特記すべきこと

№

企画政策課

産業振興課

33 出張ハローワークの
開設
【再掲　2-(2)-①
No.18】

身近な場所で就職に関する相談ができるよ
う、出張ハローワークを開設する。

継続 産業振興課

34 就職面接会等の実施
【再掲　2-(2)-①
No.19】

面接会等を実施し、直接雇用の機会を提
供する。

継続 産業振興課

35 生活困窮者自立相談
支援事業の実施

生活困窮者自立支援制度の周知に努める
とともに、生活の安定と自立の促進に向け
た支援を実施する。

新規 社会福祉課 （ア）関係部署や団体等に周知を行い、
必要に応じて連携して支援を行った。

（イ）自立相談支援事業のほか、任意事
業である家計相談支援事業、子どもの
学習支援事業を開始した。

他部署経由で相談につな
がる例が増加した。また、
より具体的な助言が可能
になった。

新規相談件数が横ばいで
あり、家計相談支援及び
子どもの学習支援事業の
利用者数が少ないため、
増加に向け周知方法の検
討や関係機関との連携を
より強化する必要がある。

進行中

36 「女性悩みごと相談」
の実施
【再掲　3-(1)-①
No.24】

女性の不安や悩みに適切に対応できる専
門相談を、相談者のプライバシー保護に配
慮して福生市と共同で実施する。

継続 広報広聴課

②ひとり親家庭
などの親子が安
心して生活でき
る環境づくり

37 関係機関の連携によ
る相談体制の充実

関係機関と連携し、ひとり親家庭などの親
子が安心して暮らせるよう、日常生活に関
すること、養育費についての相談や離婚前
後の法律相談等を行う。

継続 子育て支援課 庁内関連部署と連携して取り組むととも
に、必要に応じて東京都ひとり親家庭
支援センタ－に相談を繋げた。

庁内各部署や関係機関と
の適切な連携により、相談
体制の充実が図れた。

引き続き、庁内各部署及
び関係機関との連携を強
化しながら、相談体制の
充実を図っていく。

進行中

（２）貧困
など生活
上の困難
に直面す
る人への
支援

①就業・生活の
安定を通じた自
立に向けた取組
み

新規職場への復帰や地域への参画に役立つよ
うな応援講座等の学習機会を提供する。

女性のチャレンジ支
援講座等の実施
【再掲　2-(2)-①
No.17】

32
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実績に対して特記すべきこと

№

進行中継続 子育て支援課 ひとり親家庭に対する就業支援や経済
的支援を実施した。
（ア）母子・父子自立支援プログラム事
業
児童扶養手当受給者を対象に、ハロ－
ワ－クと連携し、就業による自立を支援
する事業を実施した。
実施件数：9件

（イ）高等職業訓練促進給付金等事業
指定の国家資格を取得するために、養
成機関等で就業する場合に、生活費の
負担軽減のために給付金を支給する事
業を実施した。
支給件数:4件

（ウ）自立支援教育訓練給付金事業
教育訓練に関する講座を受講した場
合、修了後に受講料の一部を支給する
事業を実施した。
支給件数：0件

（エ）ハロ－ワ－ク出張相談会
児童扶養手当現況届の際に、ハロ－ワ
－クの就労支援員に出張してもらい就
労相談会を開催した。
相談件数：2件

（オ）ひとり親講演会
ひとり親の自立支援のための講演会。
テ－マ「ひとり親家庭のキャリアデザイ
ン」
実施日：平成29年10月3日（火）
講師：平岡　常依氏（西多摩福祉事務
所就業支援専門員・キャリアコンサルタ
ント・委託訓練キャリア講師・元東京都
ひとり親家庭支援センターはあと相談
員）
参加者:7人

ひとり親の就業や経済的
な自立支援に努めること
ができた。

引き続き適切な支援がで
きるように積極的な周知を
図っていく。

38 ひとり親家庭などの就
業支援事業等の充実

ひとり親家庭が経済的に自立し生活の安定
が図れるよう、就業支援や経済的支援を行
う。
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点

（１）男女
共同参画
意識の啓
発

①男女共同参
画に関する広
報・啓発の推進

39 広報啓発活動による
意識啓発

男女共同参画意識の普及浸透を図るた
め、広報紙、公式サイト、パンフレット等によ
る意識啓発を行う。
また、男女共同参画週間などの機会を捉え
て、ティッシュ配布やパネル展示などの意
識啓発を行う。

継続 企画政策課 （ア）男女共同参画週間及び女性に対
する暴力をなくす運動に合わせ、広報
はむら6月15日号、11月1日号への啓発
記事の掲載や、テレビはむらでのお知
らせを行った。

（イ）男女共同参画週間に合わせ、羽村
駅・小作駅で啓発用ポケットティッシュを
配布した。
実施日：平成29年6月22日（木）
配布数：1,500個

（ウ）広報はむら3月1日号に、「Weaveは
むら」の特集として、「自分らしさを大切
に！チャレンジしていくための秘訣」を
テーマとした記事を掲載した。

（エ）広報はむら4月15日号、8月1日号、
11月1日号、1月15日号、2月15日号に
男女共同参画に関するミニコラムを計5
回掲載した。

国の週間に合わせて、広
報はむら、テレビはむらを
活用し、広く市民に意識
啓発を行った。

今後も情報収集に努め、
継続して意識啓発を行っ
ていく。

進行中

②男女共同参
画を推進する学
習の充実

40 男女共同参画に関す
る研修会の実施

男女共同参画週間等にあわせて、男女共
同参画に関する研修会を実施する。

継続 企画政策課 男女共同参画週間に合わせて、男女共
同参画に関する研修会を実施した。

テーマ「みんなが笑顔になるために　～
互いを尊重しあえる関係づくり～」
実施日：平成29年7月20日（木）
講師：中島　幸子氏（NPO法人レジリエ
ンス代表）
参加者：17人

DV・デートDVの基礎情報
や現状などを知り、配偶者
暴力防止について考える
機会を提供した。

様々な視点から男女共同
参画に関する研修会を継
続して実施していく。

進行中

41 女と男、ともに織りな
すフォーラムの開催

市民による実行委員会との協働により、男
女共同参画の視点を取り入れたテーマを
設定し、フォーラムを開催する。

継続 企画政策課 市民の男女共同参画に対する意識の
高揚を図るため、市民による実行委員
会との協働で、フォーラムを実施した。

テーマ「ワーク・ライフ・バランスを目指し
た働き方　～働く人が意識を変える～」
実施日：平成29年12月2日（土）
登壇者：竹信　三恵子氏（ジャーナリス
ト・和光大学教授）、広岡　守穂氏（中央
大学法学部教授）、松尾　紀子氏（株式
会社みらい代表取締役）、井上　恵子氏
（フォーラム実行委員）
参加者：46人

市民の意識醸成や男女
共同参画の推進を図っ
た。

今後も多くの方に参加し
てもらえるよう、内容や時
間帯を工夫するとともに、
広く周知を図っていく。

進行中

42 男女共同参画講演会
の実施
【再掲　2-(1)-②
No.16】

あらゆる世代の男女が生涯を通じて男女共
同参画の視点を高め、社会へ参画していけ
るよう、男女共同参画に関する講演会を実
施する。

新規 企画政策課

施策 主な取組 事　業　名№
進ちょく
状　況

事業概要 区分
実績に対して特記すべきこと

H29年度実績担当課
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名№

進ちょく
状　況

事業概要 区分
実績に対して特記すべきこと

H29年度実績担当課

（２）男
性、子ど
もにとっ
ての男女
共同参画
の理解の
促進

①男性にとって
の男女共同参画
に関する広報・
啓発

43 広報啓発活動による
意識啓発

固定的な男性像からの脱却など、男性に
とっての男女共同参画の意義について男
性の理解を深めるため、広報紙、公式サイ
ト、パンフレットなどにより意識啓発を行う。

継続 企画政策課 広報はむら6月15日号（男女共同参画
週間）、11月1日号（ミニコラム）やテレビ
はむらの番組を通じた意識啓発を実施
した。
「北欧では家事育児や介護経験が管理
職にとって非常に有益だと考えられてい
る」（Vol.3　平成29年11月1日号）

広く市民に意識啓発を
行った。

引き続き、市民へ意識啓
発を行っていく。

進行中

44 男の料理教室の実施 男性を対象に、調理技術の習得と健康づく
りの啓発を目的とした料理教室を実施する
際に、男性が家庭生活に積極的に参画で
きるような意識啓発を行う。

継続 健康課 男性を対象として「メンズキッチン（男の
料理教室）」を年2回開催した。
実施日：平成29年6月6日(火)、11月14
日(火)
参加者：延べ30人

男性の調理技術の習得を
図るほか、生活習慣病の
予防に関する健康教育を
実施した。

本事業は、比較的年代が
高い層の参加者が多いた
め、子育て中のパパママ
を対象とした料理講習会
の実施を検討する。

進行中

45 一日生活教室の実施 より多くの男性の参加を促し、生活技術の
習得をめざした講座・教室等を実施する。

継続 産業振興課 男性を対象とした料理教室を開催した。
これが親父の料理だ！「餃子」
実施日：平成29年12月2日（土）
参加者：19人

食材に目を向けることや、
準備や後片付けも、料理
の一部と考え、賢く調理す
ることを学ぶ機会の提供
に取り組んだ。

引き続き、男性の生活技
術の習得を援助していく。

進行中

②男性の子育
て・介護への参
画の支援・促進

46 男性の子育て・介護
への参画支援に関す
る啓発の実施

男性が、仕事などとの両立を図り、前向きに
家事や育児、介護に参画できるよう、育児・
介護休業の取得促進や支援制度の周知を
行う。

新規 企画政策課 広報はむらに男女共同参画に関するミ
ニコラムを掲載し、周知した。
「北欧では、家事育児や介護の経験
が、管理職にとって非常に有益だと考え
られている」（Vol.3　11月1日号）
「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の
調和）の推進に必要なこと」（Vol.5　2月
15日号）

ミニコラムを通じて、男性
のワーク・ライフ・バランス
の重要性を周知した。

引き続き、市民へ周知を
行っていく。

進行中

子育て相談課 ゆとろぎとの協働事業として「みんなで
楽しむ子育て講座」を実施した。
実施日：平成29年10月1日（日）
参加者：9家庭24人

子育てへの具体的な関わ
り方を中心に、家事・育児
への父親の積極的な参加
について意識啓発を行っ
た。

引き続き内容の充実を図
り、実施していく。

高齢福祉介護課 利用者の配偶者、子等、男性の介護に
関する相談対応を行った。

男性の介護に関する相談
対応に努めた。

今後、さらに相談対応の
充実を図っていく。
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名№

進ちょく
状　況

事業概要 区分
実績に対して特記すべきこと

H29年度実績担当課

47 子育て力向上のため
の支援

子育てに関する不安や悩みを軽減し、子育
て力の向上が図れるよう、育児や家事に追
われがちな両親が共に参加できる子育て
講座を開催する。

新規 子育て相談課 ゆとろぎとの協働事業として「みんなで
楽しむ子育て講座」を実施した。
実施日：平成29年10月1日（日）
参加者：9家庭24人

今後の子育てで活用でき
る内容であると好評だっ
た。

引き続き内容の充実を図
り、実施していく。

進行中

生涯学習センターゆと
ろぎ

市民の会及び子育て相談課と連携し
て、男性の育児参加や育休活用に関す
る講座を実施した。
①「子育て主夫に学ぶ男性観～「東大
卒」より家族が大事～」
実施日：平成29年9月16日（土）
講師：堀込　泰三氏（フリーランス翻訳
者、秘密結社　主夫の友CEO）
参加者：11人
②ママパパ講座「育休取得したパパか
ら学ぶ仕事・子育ての両立」
実施日：平成29年12月3日（日）
講師：堀越　学氏（NPO法人ファザーリ
ング・ジャパン理事）
参加者：11人

ママパパ及びプレママパ
パを対象に、現代の父親
の新しい男性観を学ぶと
ともに、育休制度を活用し
た夫婦のかたち等につい
て学習する機会を提供
し、子育て力の向上を図
るとともに参加者同士の交
流の場とすることができ
た。

実施後のアンケート結果
では、講座の満足度は高
いが、参加者が少ないこと
が課題である。
ターゲットのニーズに関す
る情報の把握に努めるとと
もに、効果的な周知方法
を検討していく。

子育て相談課 市内児童館で子育て相談を実施した。
相談件数：延べ366件

身近な場所で土・日曜日
も相談に応じることができ
た。

引き続き、実施していく。 進行中

健康課 乳幼児とその親を対象とした育児相談
を実施した。
実施日：毎月1回（年12回)
相談者数：延べ622人

主に母子での相談が多い
が、親子を対象としたイベ
ント案内やリーフレットを配
布し、父母の意識啓発を
図った。

引き続き、実施していく。

49 子育てひろば事業の
充実

父親・母親がともに参加できるよう、地域子
育て支援センターや児童館などの、身近な
施設における子育て相談や親子参加型講
座の充実を図る。

新規 子育て相談課
児童青少年課

(ア)地域子育て支援センター（太陽の子
保育園、羽村たつの子保育園）、児童
館で子育て相談のほか、親子参加型講
座を実施した。
【子育て支援センター】
子育て相談：233件
講座72回：延べ420組839人
【児童館】
子育て相談：延べ366件
講座サタデーおしゃべり場：12組25人

（イ）羽っぴーカレンダーの作成

カレンダーの作成により、
ひろば事業を分かりやす
く周知することができるよう
になり、利用者数を増や
すことにつながった。

関係機関と連携を図りな
がら、引き続き実施してい
く。

進行中

50 家族介護支援事業の
実施

高齢者を在宅で介護している家族等が、介
護者同士の情報交換を行ったり、介護知識
を習得できるよう、介護支援事業を実施す
る。

継続 高齢福祉介護課 （ア）家族介護交流会を3回実施した。
実施日：平成29年7月5日（水）、10月5
日（木）、平成30年2月5日（月）
参加者：延べ17人

（イ）認知症カフェを1回実施した。
実施日：平成30年3月16日（金）
参加者：46人

（ア）（イ）介護者同士が語
り合うことで、互いに慰め、
励まし合い、ストレスや孤
立感の軽減に努めた。

（ア）（イ）さらに周知を行
い、より多くの方に利用し
ていただけるよう努めてい
く。

進行中

継続48 父親が子育てに積極的に携われるよう、相
談事業の充実に努める。

子育て相談事業の実
施

14



羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標４　男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成

評       価 課題と改善点
施策 主な取組 事　業　名№

進ちょく
状　況

事業概要 区分
実績に対して特記すべきこと

H29年度実績担当課

51 新しい介護予防・日
常生活支援総合事業
等の実施

介護保険法の改正により、予防給付として
提供されている訪問介護および通所介護
を、市が行う地域支援事業に移行し、新し
い介護予防・日常生活支援総合事業を実
施する。また、男性が介護に積極的に携わ
れるよう、相談業務の充実に努める。

新規 高齢福祉介護課 今年度、新しい介護予防・日常生活支
援総合事業を開始した。開始前から事
業の周知を行い、サービスの利用につ
なげた。また、地域包括支援センター
（委託型）を増設し、相談業務の充実を
図った。

事業の周知を行うとともに
サービスの利用促進に努
めた。

今後、さらに新しい総合事
業の利用促進につなげる
ため、事業の周知に努め
ていく。

進行中

52 子育て・介護支援図
書の充実

子育てや介護に関する図書や資料を収集
し、男性の子育てや介護への参画支援に
努める。

新規 図書館 図書館1階の入り口に一番近い場所
に、子育て支援図書コーナーを設け、
子育てに関する図書資料の他に、子育
てに関するパンフレット等も設置した。
子育て支援コーナー蔵書数:一般図書
4,058冊、雑誌21冊

子育て・介護ともに、多く
利用されているが、どちら
も女性の利用率が高い。

今後も、子育てや介護に
関わる方々の参考となるよ
うな資料の収集を継続し
ていくとともに、利用者層
を広げられるよう、展示方
法等について工夫してい
く。

進行中

③子どもの頃か
らの男女共同参
画についての理
解の促進

53 男女共同参画に関す
る教育の充実

教育活動全般で、「人権教育プログラム（学
校教育編）」を活用し、男女の相互理解と協
力の重要性等を認識した男女共同参画教
育を実施するとともに、教科書選定時に、
男女共同参画の視点を取り入れた選定を
行う。

継続 学校教育課 人権教育年間指導計画に位置付け、主
に道徳の時間で小学校5・6年生及び中
学校1～3年生において、男女共同参画
教育を実施した。また、平成30年度使
用教科用図書の採択にあたっては、男
女平等の観点からも調査・研究し、採択
を行った。

小学校低学年から特別活
動等において、男女平等
教育の視点に立った指導
を行った。

発達段階に応じた指導が
大切であることから、今後
も指導内容の改善を図り
ながら取り組むとともに、
引き続き男女平等の観点
からの教科書の調査・研
究による採択に取り組ん
でいく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

①ワーク・ライフ・
バランスに関す
る意識の普及啓
発

54 ワーク・ライフ・バラン
スに関する意識啓発

ワーク・ライフ・バランスについての理解が
広がるよう、広報紙やパンフレット等による
意識啓発を行う。

継続 企画政策課 （ア）羽村市産業祭において、啓発用ポ
ケットティッシュを配布し、ワーク・ライフ・
バランスに関する啓発活動を行った。
実施日：平成29年11月4日（土）・5日
（日）
ポケットティッシュ配布数：500個

（イ）広報はむら2月15日号にミニコラム
を掲載し、意識啓発を実施した。
「ワーク・ライフ・バランスの推進に必要
なこと」（Vol.5　平成30年2月15日号）

市民や事業者に対する意
識啓発を努めた。

引き続き、市民や事業者
に対する意識啓発に取り
組んでいく。

進行中

企画政策課 国・東京都の取組み等の情報収集を行
い、市公式サイト及び企業メール配信
サービスにおいて情報提供を行った。

情報収集に努めるととも
に、市公式サイトや広報は
むらを通じて、広く市民に
対する意識啓発に努め
た。

引き続き、国や東京都の
取組み等の情報収集を行
い、周知に努めていく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスにおいて、セミ
ナー等の情報提供を行った。

事業者に対する最新の情
報提供に努めた。

情報収集と的確な情報発
信により、啓発活動を推進
していく。

③働きやすい職
場環境づくりの
推進

企画政策課 国・東京都の取組み等の情報収集を行
い、市公式サイトで情報提供を行ったほ
か、パンフレットを企画政策課窓口で配
布した。

情報収集に努めるととも
に、市公式サイトや広報は
むらを通じて、広く市民に
対する意識啓発に努め
た。

引き続き、国や東京都の
取組み等の情報収集を行
い、周知に努めていく。

進行中

産業振興課 企業メール配信サービスにおいて、セミ
ナー等の情報提供を行った。

事業者に対する最新の情
報提供に努めた。

情報収集と的確な情報発
信に取り組んでいく。

57 労働相談の充実 東京都労働相談情報センター等の関係機
関や市内の社会保険労務士等との連携を
図り、従業員の労務雇用管理等について
の相談の充実に努める。

継続 産業振興課 東京都等の関係機関からのリーフレット
等による情報提供に努めた。また、市内
の社会保険労務士有志によるネットワー
ク「社労士ネット羽村」と連携し、市内の
中小企業からの個別の相談に対応し
た。
さらに、ビジネスハンズオン支援事業に
より、社労士・行政書士等との連携を強
化し、個別の企業課題に対応できる体
制を構築するとともに、合同相談会を実
施した。

市民が必要な時に必要な
情報を収集できるよう情報
提供を行い、働きやすい
環境づくりに関する啓発を
行った。

最新の情報を提供できる
よう、情報収集に努めるよ
う、引き続き実施していく。

進行中

58 総合評価方式による
競争入札の実施

市が発注する工事について、競争入札参
加者が、ワーク・ライフ・バランスまたは男女
共同参画等に関する活動を実施している
場合に、価格以外の評価項目として評価点
を与える評価方式を実施する。

継続 契約管財課 総合評価方式による競争入札における
「価格以外の評価項目及び評価点」に
事業概要の内容を盛りこんでいるが、平
成29年度は総合評価方式を導入する
契約案件が無かった。

事業所の男女共同参画
等に関する取組みの推進
に取り組んだ。

今後も、各事業所におけ
る働きやすい職場環境づ
くりにつながる取組みを検
討していく。

進行中

56 事業所への法令・制
度等に関する周知・
啓発

男女雇用機会均等法や育児・介護休業法
などの労働関係法令や制度等について、
広報紙やパンフレット等を活用した啓発活
動を行う。

継続

進ちょく
状　況

区分 H29年度実績担当課
実績に対して特記すべきこと

継続事業者に対し、職場における両立支援を推
進するため、育児・介護休業や部分休業に
関する休暇制度や長時間労働の抑制、働
き方の見直しなどについて周知するととも
に、先進事例等の把握・情報提供を行う。

事業所への両立支援
に関する周知・啓発

55

（１）ワー
ク・ライ
フ・バラン
スに関す
る広報・
啓発の推
進

②職場における
仕事と家庭・地
域との両立支援
の取組みの促進

施策 主な取組 事　業　名 事業概要№
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

区分 H29年度実績担当課
実績に対して特記すべきこと

施策 主な取組 事　業　名 事業概要№

（２）仕事
と生活の
両立支
援

①切れ目のない
子育て支援

子育て相談課 平成29年度から子育て世代包括支援セ
ンター羽っぴーを開設し、妊娠・出産・
子育て包括支援拠点として運営した。
総合相談：1,030件
妊婦面接：400件
育児パッケージ配布：383件
支援プラン作成：227件

妊娠届出時にほぼ全ての
妊婦と面接を行い、必要
に応じ支援プランを作成
し、関係機関と連携しなが
ら、支援を実施した。

妊娠期の支援に加えて、
産後のケアの充実や、関
係機関との連携体制の強
化を図っていく。

進行中

健康課 （ア）子育て相談課と連携を図り、支援
が必要な方の訪問や面接等を行った。
（イ）毎月2回母子カンファレンスを実施
し、情報共有を図った。

子育て相談課と連携を図
り、情報の共有や支援の
方向性を検討し、切れ目
のない支援に努めた。

引き続き、子育て相談課と
連携を図りながら事業の
円滑実施に努めていく。

60 妊婦健康診査および
新生児訪問指導等の
充実

子どもの健やかな発育を支援するため、妊
娠中から産後における健康診査や訪問指
導を実施する。また、妊娠期から子育て期
にかけての相談体制の充実を図る。

継続 健康課 （ア）妊婦健康診査を実施した。
受診者数：4,626人
　
（イ）子育て相談課と連携した新生児訪
問を実施した。
訪問件数：362件

（ア）健診の必要性などを
母子手帳交付時に説明
し、通年で取り組んだ。
（イ）子育て相談課と連携
を図りながら訪問を行い、
継続的な支援に努めた。

（ア）（イ）引き続き、子育て
相談課と連携を図りなが
ら、事業の円滑実施に努
めていく。

進行中

61 発達支援体制の構築 乳幼児期から成人期までの切れ目のない
発達支援を行うため、保健・医療・福祉・教
育などの各分野が連携し、組織横断的な体
制を構築する。

新規 子育て相談課
障害福祉課
健康課
教育支援課

平成29年度より臨床心理士を雇用し発
達支援体制の構築に取り組んだ。
（ア）幼稚園・保育園等巡回相談の実施
（23園対象）
訪問件数：定期・ﾌｫﾛｰ計61回

（イ）個人相談を実施した。
件数：延べ102件

（ウ）発達支援体制を検討するプロジェ
クトチームを設置した。
プロジェクトチーム会議：4回
連携調整会議：27回

（エ）啓発事業の実施
共催講演会（1回）の開催及びリーフレッ
トを作成した。
テーマ「発達障害とともに暮らす～家
族・支援者が大切にしたいこと～」
実施日：平成29年11月29日（水）
講師：丸浜　千紘氏（臨床心理士、東京
都公立学校スクールカウンセラー）
参加者：49人

発達支援体制の構築のた
めの事業を計画通り実施
するとともに、各事業や関
係機関との連携上の課題
等を検討した。

乳幼児期から成人期まで
の切れ目のない発達支援
の強化を図るため発達支
援体制プロジェクトチーム
の充実を図っていく。
子育て相談課に新たに配
置されたコーディネーター
との情報共有に努め、引
き続き望ましい体制のあり
方について検討していく。
はばたきファイルについて
は、各課の使用方法や様
式等について今後も検討
していく。
また、福祉サービスを利用
する発達に支援が必要な
方に対し、関係各課と連
携し、生活の充実を図るこ
とができるよう引き続き検
討する。

進行中

59 妊娠・出産・子育て包
括支援拠点事業

妊娠・出産期から子育て期までのさまざま
なニーズに対して、妊娠・出産・子育て包括
支援拠点を設置し、切れ目のない総合的
相談支援を効果的に実施する。

新規
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

区分 H29年度実績担当課
実績に対して特記すべきこと

施策 主な取組 事　業　名 事業概要№

②多様な働き方
への支援

62 就学前の子どもの教
育・保育の提供体制
の確保

就学前の子どもの発達段階に応じた質の
高い教育・保育が適切に提供されるよう体
制を確保する。

継続 子育て支援課 既存の保育園1園の園舎整備支援を行
い、低年齢児（0-2歳児）を中心に定員
増に取り組んだ。
90人→97人（定員増7人）

待機児童が生じている低
年齢児の定員を拡大を
図った。

保育・幼児教育無償化の
動向に注視しつつ、将来
的な保育需要を見定め、
計画的に適正な提供体制
を確保していく。

進行中

63 多様なニーズに対応
した保育事業の実施

多様なニーズに対応する保育サービスの
充実を図る。

継続 子育て支援課 多様化する市民ニ－ズに対応できるよう
認可保育園1園の幼保連携型認定こど
も園への移行を支援した。

関係機関と連携し、適切
な対応を図った。

引き続き市民ニ－ズを捉
え、市内施設から認定こど
も園への移行に際し、情
報提供や相談への対応
等の支援を行っていく。

進行中

64 認証保育所事業の運
営支援

多様化する保育ニーズに対応して、民間事
業者が行う既存の認証保育所事業を支援
する。

継続 子育て支援課 （ア）市内在住児童が利用する認証保
育所の運営支援を行った。
利用児童：延べ425人

（イ）認証保育所利用者負担軽減補助
金を交付し、保護者の育児に伴う負担
軽減や子育てと就労の両立支援を実施
した。
該当児童数：27人

多様な保育サ－ビスの提
供により、保護者の子育て
及び就労の両立支援を
図った。

支援に関するPRに努め、
今後も事業を継続してい
く。

進行中

65 ファミリー・サポート・
センター事業の推進

協力会員と利用会員が支え合いながら、地
域で子育てを行うことを推進し、仕事と育児
の両立を支援する。

継続 子育て相談課 羽村市社会福祉協議会に委託し、事業
を推進した。
協力会員：79人
利用会員：192人
両方会員：10人
利用回数：273回

利用者のニーズに合わせ
た支援を実施した。

会員確保と多様なニーズ
に対応できる協力会員を
増やすため、研修の充実
を図る。

進行中

66 学童クラブ事業の充
実

仕事と育児の両立支援として、学童クラブ
事業の充実を図る。

継続 児童青少年課 4月当初に小作台小学区及び富士見小
学区で待機児童が16人発生したため、
西児童館及び東児童館で放課後サ
ポート事業を開設した。西児童館サ
ポート事業の利用者は2人で、東児童館
サポート事業の利用者はいなかった。
待機児童は、2校とも10月に解消した。

仕事と育児を両立するた
めの支援を行った。

今後の運営方法及び待
機児童対策について検討
していく。

進行中

67 保育所の適正な運営
の確保

保育所運営費等や保育士の処遇改善など
について、適切な見直しを行うよう国・東京
都へ働きかける。

継続 子育て支援課 保育所の施設整備費や運営費、保育
士の確保や処遇改善について、適切な
対応を行うよう全国市長会を通じて国へ
要望した。東京都においても、国へ要
望している。

保育士の処遇改善につい
ては、新たな補助項目の
創設や東京都の補助単
価改正が図られた。
アレルギー児や障害児
等、多様なニーズに対応
した児童を受け入れる施
設への補助や保育士確
保のための補助制度の拡
充については、国や都へ
引続き要望していく。

適切な対応が図られるよ
う、引き続き要望していく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標５　ワーク・ライフ・バランスの推進

評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

区分 H29年度実績担当課
実績に対して特記すべきこと

施策 主な取組 事　業　名 事業概要№

③介護のための
支援体制の充実

68 広報などを利用した
制度の周知

パンフレットや広報紙、公式サイトを活用す
るとともに、出前講座などを通じて介護や福
祉の制度を周知する。

継続 高齢福祉介護課 窓口でのパンフレットの配布や広報へ
の掲載、市公式サイトの更新等を行っ
た。

パンフレットの配布や広報
等により、制度の周知を
図った。

引き続き、わかりやすい介
護保険制度の周知に取り
組んでいく。

進行中

69 地域包括支援セン
ターを中心とした総合
的な支援

地域包括支援センターの増設を行い、介
護保険事業とともに保健・医療サービス、そ
の他の地域の様々な資源を活用し、家族
介護者への支援も含めた包括的・継続的な
支援を行う。

継続 高齢福祉介護課 平成29年10月に地域包括支援センター
を1か所増設し、3か所体制とした。相談
対応を充実させ、幅広く情報提供を行う
とともに、関係機関と連携して支援を行
い、必要なサービスにつなげることで、
介護への不安や負担の軽減等、介護者
の支援を行った。

相談対応において、医
療・介護関係者などの関
係機関等と連携することに
より、介護者等への支援を
図った。

地域包括支援センターの
役割を明確にするととも
に、各機関との連携を強
化していく。

進行中

70 家族介護支援事業の
実施
【再掲　4-(2)-②
No.50】

高齢者を在宅で介護している家族等が、介
護者同士の情報交換を行ったり、介護知識
を習得できるよう、介護支援事業を実施す
る。

継続 高齢福祉介護課

71 介護予防リーダーの
育成

男性の参加を促進し、地域の人材の中か
ら、介護予防の知識や情報を伝えるリー
ダーを育成するとともに、地域集会施設な
どの活用により、介護予防の取組みを地域
に広める。

継続 高齢福祉介護課 （ア）介護予防リーダー育成研修を実施
した。
参加者：6人（うち男性0人）

（イ）市内8会館を会場に、介護予防リー
ダーが中心となった介護予防教室を通
年で実施した。
介護予防リーダー：44人（うち男性4人）

一般市民における介護予
防リーダーの育成を図っ
た。

今後も、総合事業におけ
る住民主体の支援活動の
担い手となるような介護予
防リーダーを育成し、市内
全域にわたって介護予防
事業を展開していく。

進行中

72 徘徊高齢者探索サー
ビス事業の実施

高齢者の徘徊などによる家族の心労や負
担を軽減するため、徘徊高齢者探索サービ
ス事業を実施する。

継続 高齢福祉介護課 徘徊高齢者に対して、探索サービスを
実施した。
登録者：2人
発報件数：0件

徘徊高齢者の安全確保
や家族の負担軽減を図っ
た。

引き続き、事業の周知に
努め、実施していく。

進行中
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羽村市男女共同参画基本計画進ちょく状況一覧　　【平成29年度（2017年度）実績】

基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点

①地域活動への
参画促進

73 プラチナ未来スクー
ルの実施

団塊の世代や家事・育児に励む主婦など
が、これまで培ってきた技術、経験などを活
かして、まちづくりの担い手として活躍する
よう、ノウハウを学び、実践する講座を開催
する。

継続 企画政策課 西多摩地域で自らの仕事や楽しみを活
かしてまちづくりを実践している方や、
新たにまちづくりをスタートしたいと思っ
ている方の第一歩を応援するための講
座等を実施した。

（ア）地域イノベーター養成講座
①にしたま創業キャンプ（2回）
実施日：平成29年8月26日（土）・27日
（日）、平成29年9月30日（土）・10月1日
（日）（2日連続講座）
参加者：延べ28人
②青梅・羽村スタートアップラボ（全9回）
実施日：平成29年10月16日（月）・30日
（月）、11月13日（月）・24日（金）・30日
（木）、12月14日（木）・21日（木）、平成
30年1月11日（木）・27日（土）
参加者：延べ　52人

（イ）ファシリテーター養成講座（全6回）
実施日：平成29年9月10日（日）・20日
（水）、10月5日（木）・29日（日）、11月5
日（日）・30日（木）
参加者：延べ104人

（ウ）事業報告会
実施日：平成30年1月27日（土）
参加者：45人

幅広い年代の参加者が積
極的に学び、参加者相互
の交流や実践を重ねてい
く中で、まちづくりのノウハ
ウを学んだ。ファシリテー
ター養成講座の修了生
は、身につけたスキルを
活用し、ファシリテーター
として活動した。

男女を問わず、地域にお
けるまちづくりの担い手と
して活躍していただける人
材の育成に努めていく。

進行中

地域振興課 地域コミュニティの基幹である町内会・
自治会の活動支援を行い、男女を問わ
ず地域活動への参加が促進された。

全ての町内会・自治会が
各種事業を活発に行い、
地域住民の交流を図っ
た。

高齢者世帯の退会、単身
者の加入のきっかけづくり
などの課題があるが、今後
も引き続き、もっとも身近
な地域活動の場として町
内会・自治会活動を支援
していく。

進行中

高齢福祉介護課 各高齢者クラブ（32クラブ）や高齢者クラ
ブ連合会に対して補助金を交付し、活
動を促進した。また、高齢者クラブ連合
会女性部が行う研修などを支援した。

社会奉仕活動や友愛訪
問活動、健康づくり活動な
どの活動費の一部を助成
することで、高齢者クラブ
への支援を図った。

高齢者の健康、生きがい
づくり活動の推進は重要
であることから、引き続き
支援していく。

進ちょく
状　況

区分 H29年度実績
実績に対して特記すべきこと

継続

担当課№施策 主な取組 事　業　名 事業概要

（１）地域
活動にお
ける男女
共同参画
の推進

74 地域活動への支援 地域コミュニティの基幹である町内会・自治
会や老人クラブ等の活動支援を行い、地域
活動への参加を促進する。
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基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

区分 H29年度実績
実績に対して特記すべきこと

担当課№施策 主な取組 事　業　名 事業概要

地域振興課 （ア）市民活動団体等の相談業務を実
施した。
相談件数：106件

（イ）市民活動団体交流会の開催
実施日：平成30年2月2日（金）
参加団体：19団体（25人）

男女共同参画が図れるよ
う、市民活動に関する相
談及び市民活動団体を対
象にした交流会などの支
援に取り組んだ。

引き続き、支援していく。 進行中

生涯学習総務課 生涯学習に関する情報提供のツールと
して「団体・サークルガイド」、「はむら人
ネットガイド」を発行し、市民や団体に対
する情報提供を行った。また、市公式サ
イトで最新の情報を提供するよう努め
た。
・「団体・サークルガイド」作成冊数：500
冊
・「はむら人ネットガイド」 作成冊数：325
冊

「団体・サークルガイド」、
「はむら人ネットガイド」に
ついては、市民や団体活
動の一助とするための
ツールとして定着しつつあ
るが、その活用について
は、一部の市民や団体に
偏っている傾向がある。

引き続き、広く市民への周
知に努めるとともに、新た
な学びの場を求めている
市民や団体などに対して
情報提供できるよう配布
方法等についても検討し
ていく。

生涯学習センターゆと
ろぎ

第48回羽村市文化祭を実施した。
実施日：平成29年10月7日（土）～11月3
日（金）
展示発表：27団体・3連盟・個人2人
ホール発表：46団体・小中学生音楽フェ
スティバル
来場者：17,180人

羽村市文化協会と協働
し、市内で活動する文化
団体の日頃の活動成果を
発表する場として羽村市
文化祭を実施し、市の文
化振興と市民の地域活動
への参画を促進した。

文化団体の減少と、高齢
化が課題であることから、
今後も文化協会と協働し
て文化祭等を開催するこ
とで、市民の文化活動へ
の興味関心を高めていく
とともに、意欲を喚起する
ことで、活動団体の強化を
図っていく。

76 シルバー人材セン
ター事業への支援

高齢者に就業機会の提供を行うシルバー
人材センターの活動を支援し、男女の社会
参加を促進する。

継続 高齢福祉介護課 高齢者が健康で生きがいを持って就業
できるよう、運営費の一部を助成した。
会員数：651人（男性420人、女性231
人）
就業実人員：551人
就業率：84.6％
就業延人員：17,280人
（平成29年度末）

就業率が前年度より伸
び、雇用機会の拡充が図
られたと考えられる。また、
就業相談や安全推進委
員を配置したことで、会員
の健康増進や事故防止に
努めた。

今後もシルバー人材セン
ターの運営費の一部を助
成するとともに、高齢者の
就業分野の拡大に向けた
取組みを支援していく。

進行中

77 小地域ネットワーク活
動の支援

地域住民が主体となって、支え合いや見守
りなどの実践活動を行う小地域ネットワーク
活動を支援する。

継続 社会福祉課 小地域ネットワーク活動を推進する羽村
市社会福祉協議会に対して助成金を交
付することで、活動の支援を行った。

地域住民を主体とした支
え合いや見守り活動に寄
与することができた。

平成26年度より1地区が活
動停止となっており、平成
29年度から2地区となっ
た。活動再開が今後の課
題である。

進行中

継続75 NPO法人や市民活動
団体、社会教育関係
団体などへの活動支
援

NPO法人や市民活動団体の設立や活動を
支援するとともに、他団体との協働の機会
や市の事業などでの成果発表の場を提供
するなど、学習や活動の成果を社会で活か
せるように支援を行う。
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基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

区分 H29年度実績
実績に対して特記すべきこと

担当課№施策 主な取組 事　業　名 事業概要

高齢福祉介護課 老人福祉センター及び高齢者在宅サー
ビスセンターにおいて、概ね60歳以上
の高齢者を対象に、30講座（ボランティ
ア講座含む）を開催した。

高齢者が講座に参加する
ことにより、知識や教養を
高め、また、仲間づくりを
通して、閉じこもりの防止
や健康保持に繋がった。

引き続き、市民が参加し
やすい講座を継続して実
施していく。

進行中

生涯学習センターゆと
ろぎ

趣味や見識を広げる講座を実施した。
①「光をよむ撮影術・・・デジタル写真入
門」
実施日：平成29年5月14日（日）・27日
（土）、6月11日（日）・24日（土）
講師：服部　考規氏（プロ写真家）
参加者：25人
②「日本が誇る世界遺産・・・意外と知ら
ない日本の魅力再発見講座」
実施日：平成29年12月2日（土）
講師：星野　弥生氏（NPO法人世界遺
産アカデミー認定講師）
参加者：63人

男女問わず参加できる講
座を市民の会や杏林大学
の学生と連携して実施し、
趣味を通じた生きがいづく
りのきっかけとなる機会を
提供した。

関係機関等と連携し、市
民ニーズに沿った講座を
継続して実施していく。

79 市民活動講座の実施 地域活動などの分野で男女がともに参画で
きるよう、地域活動講座を実施する。

継続 地域振興課 市民活動講座などを3回開催した。
①「外国人おもてなし語学ボランティア
育成講座」
実施日：平成29年7月5日（水）・12日
（水）・19日（水）
講師：辻井　清江氏（東京パスポート学
院講師）
参加者：28人
②「交通安全プログラム」
実施日：平成30年3月3日（土）
講師：志村　拓治氏（福生警察署交通
課交通総務係統括係長）、池田　佳代
氏（㈱コンセプション　代表取締役）
参加者：56人
③「ファシリテーターとは何かな？」
実施日：平成30年3月23日（金）
講師：小山　則夫氏（social unit UDON）
参加者：13人

男女共同参画が図れるよ
う講座を実施し、市民活動
意識の向上を図った。

引き続き、継続して実施し
ていく。

進行中

80 市民提案型協働事業
の実施

市民活動団体が主体となり、市と協働で実
施する事業を募集し、実施することで、社会
課題や地域課題の解決につなげる。

継続 地域振興課 市民提案型協働事業を7事業実施し
た。
①遊ぶ力は生きる力！～羽村プレー
パーク体験事業～
②わくわく楽しい図画工作塾と創作作
品展
③市民ギャラリー運営
④いくつになっても元気で過ごすため
の講座
⑤活動したい市民をつなぐ～市民活動
スタートアッププログラム～
⑥復興支援プログラム
⑦吉田俊道さんの講演会「パワー野菜
が子供を変える」

男女共同参画が図れるよ
うに、市民活動団体と協
働して事業を実施すること
で地域課題の解決につな
がった。

引き続き、継続して実施し
ていく。

進行中

78 アクティブシニア向け
講座等の開催

アクティブシニアを応援する講座や趣味な
どを通じた生きがいづくりのための講座を開
催する。

継続
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基本目標６　地域活動における男女共同参画の推進

評       価 課題と改善点

進ちょく
状　況

区分 H29年度実績
実績に対して特記すべきこと

担当課№施策 主な取組 事　業　名 事業概要

②地域活動にお
ける女性リー
ダーの育成

81 プラチナ未来スクー
ルの実施
【再掲　6-(1)-①
No.73】

団塊の世代や家事・育児に励む主婦など
が、これまで培ってきた技術、経験などを活
かして、まちづくりの担い手として活躍する
よう、ノウハウを学び、実践する講座を開催
する。

継続 企画政策課

82 広報啓発活動による
意識啓発

地域活動などの分野での方針決定過程に
女性が参画できるよう、広報紙等による意
識啓発を行う。

継続 企画政策課 広報はむら平成30年3月1日号に、特集
記事「Ｗｅａｖｅ」として、 「自分らしさを大
切に！チャレンジしていくための秘訣」
と題し、職場に復帰する方や地域活動
に参加意欲を持つ方がチャレンジして
いくために必要なことを紹介した。

地域活動に参加意欲を持
つ方がチャレンジしていく
ために必要な情報を提供
した。

引き続き、広報紙等を通じ
て意識啓発に努めてい
く。

進行中

③地域の防災力
の向上のための
女性の参画支援

防災安全課
危機管理課

84 防災分野に関する取
組みへの女性の参画

災害時における女性の視点をより反映して
いくため、防災分野への女性の参画を推進
する。

継続 防災安全課
危機管理課

（ア）避難所運営マニュアルの作成時
に、運営本部の構成として本部長また
は副本部長には女性を1名以上選出す
るよう啓発した。

（イ）夏まつりや出初式等の事業におい
て、女性消防団員募集のＰＲを行った。
平成29年4月1日付けで2名入団した。
（平成30年3月31日現在7名）

避難所運営マニュアルの
作成においては、運営組
織への女性選出の記載に
は至らなかったが、女性
消防団員においては、1
人増員することができた。
（平成29年3月31日付で1
名退団、平成29年4月1日
付で2人入団）

今後も災害時における女
性の視点を反映していく
ため、避難所運営マニュ
アルの作成においては、
避難所運営本部を立ち上
げる際に本部長または副
本部長として女性を1名以
上選出するよう啓発してい
く。
また、市の各事業におい
て、可能な限り女性消防
団員募集のＰＲを行い、団
員の確保・増員に努めて
いく。

進行中

83 地域防災計画に基づ
く防災対策の推進

男女共同参画の視点を考慮しながら、地域
防災計画に基づく防災対策を推進する。

継続 （ア）各避難所で作成している避難所運
営マニュアルに、地域防災計画に定め
る女性の考えや女性に配慮した内容を
取り入れるよう支援した。

（イ）防災講演会において避難所運営に
中心的に携わった女性を講師に迎え、
男性からだけでなく女性の立場からの
要配慮者対策などについて講演を行っ
た。
テーマ「その時のために」
実施日：平成30年3月8日（木）
講師：佐藤　トミ子氏（いわき市地域婦
人会連絡協議会副会長ほか）
参加者：84人

地域防災計画に定める女
性の参画について啓発
し、男女双方の視点に配
慮した対策の推進に努め
た。

今後も男女共同参画の視
点を取り入れ、より実効性
の高い防災対策を推進し
ていく。

進行中
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多摩川の清流と花と緑に恵まれ、人々の温かい心が通いあうまち“はむら”。

このまちに生きるわたしたちは、性別にとらわれず、人権を尊重し、魅力あるまちを築くため、ここに「男女共同参画都市」を宣言します。

１ 一人ひとりが自立し、認め合い、自分らしくいきいきと暮らせる“はむら”をめざします。

１ 男女が共に仕事・家事・育児・介護などをわかちあう“はむら”をめざします。

１ 一人ひとりが能力と個性を発揮し、社会のあらゆる分野に自らの意思と責任で参画できる“はむら”をめざします。

１ 男女が共に地球市民として、地域から世界へ友情と平和の輪を広げる“はむら”をめざします。

１９９７年１１月１日


